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研究における情報の公開について 

 

 大分大学福祉健康科学部では下記の研究を実施しております。研究対象者となられる方それぞれ

から同意をいただくことに代えて，情報を公開することにより実施しております。この研究に関す

るお問い合わせなどがありましたら，下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

研究機関名 
大分大学 福祉健康科学部 

 

研究課題名 

幼児期〜青年期における発達性協調運動障害(Developmental 

coordination disorders: DCD)児の予測的姿勢制御の解明に関

する研究 

研究期間 
 

倫理委員会承認後 ～ 2026年 3月まで 

研究の意義，目的 

 

 

発達性協調運動障害とは，運動麻痺などがないにもかかわらず

不器用が主症状となる障がいです． 

発達性協調運動障害の特徴の一つに，予測的姿勢制御の発達が

遅れていることが報告されており，不器用と関連していると考え

られています. 予測的姿勢制御とは，動作を行う前の姿勢の準備

活動のことです．また，予測的姿勢制御の低下と足関節捻挫の受

傷率が関連している可能性があり，捻挫予防の観点からも，運動

が苦手とするお子さんの予測的姿勢制御の解明は重要です． 

本研究の目的は，運動が苦手なお子さんと運動が苦手でないお

子さんの予測的姿勢制御の特性を明らかにすることです． 

方法（使用する資料・情報） 

基本情報：年齢，性別，診断名，足関節捻挫の分類 

運動学・運動力学的データ（大分大学産学官連携推進機構 421号

の精密機器で記録します） 

その他：足関節不安定性の状態（CAIT スコア），運動の不器用の

程度（MABC−2） 

個人情報の取り扱い 

得られたデータから氏名，生年月日などの個人を識別可能な情

報を削除し，個人情報とは無関係の番号を付し，対応表を作成し，

匿名化を行います．データ解析の際には，匿名化後のデータのみ

を扱うため，個人を特定できる情報は含みません．  

研究への参加について 
研究への参加は本人の自由意志によるものであり，いつ参加の

意思を撤回しても如何なる不利益も生じません． 

研究責任者問合せ先 

 

 

担当者氏名：萬井 太規  

連絡先：大分大学福祉健康科学部理学療法コース 

電話 097-554-6109（平日 9:00〜17:00） 

 

※研究責任者は 1枚にまとまるように記載すること 

 


